
小特集 方法としての 「オーラル ・ ヒス ト リ —.J 再考

響きあう声：オーラル・ヒストリーの可能性
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は じめに

本稿ではオーラル ・ヒス トリーの実践例として，

第二次大戦中．タイ メン鉄道建設途中で起こった一

つの事件をとりあげ，それに関して記録された文書

資料・ロ述資料を整理し． 口述の可能性と．そこか

ら逆照射される文書資料の特質について考察する。

本稿で扱う事件の概略は次のようなものである。

1943年6月23日タイメン鉄道中部において，コレラ

が発生したキンサイヨーク収容所から154キロ収容

所に連行されたジェフ ・エルヴィッジ（ケンプリッ

ジ連隊初年兵）が翌日に病の症状を呈した。鉄道隊

藤井中尉 (42年9月赴任）が彼をコレラと疑い，始

末を朝鮮人軍属に命じた。 軍属は撃とうとして躊躇

した（一説では撃ち始めた）。 アーガイル・サザラ

ンド高地連隊（英国軍スコッ トラ ンドの部隊。英領

マレヤにて日本軍と激戦後，43年タイメン鉄道に連

行される）のイアン ・プリムローズ少尉とロバート

軍曹がその場にいたが，プリムローズが代わりにエ

ルヴィッジを射撃し，遺骸は焼却された。中村泰伴

虜収容所長が藤井の命令を問題視し，イ竿虜情報局長

から東條陸軍大臣に報告され事態の追及が下命され

た。 プリムローズ．ロバーツ，藤井がタイのカン

・チャナプリにて軍法会議にかけられた。参考人の日

,•本人軍医 3 名が患者は銃撃時にすでに死亡していた

iという説を支持したため被告は無罪，藤井は日本に
｛更迭された。戦後，中村はBC級裁判において，コ

i •レラ患者事件の処理に鑑み情状酌量が推奨されたが，

l 

鉄道建設現場での捕虜の死者 ・病者の総合責任をと

われ， 46年に処刑された。プリムローズは80年代に

死亡したが，連隊の戦友仲間ではピス トル自殺との

噂が共有された。

筆者がそもそもオーラル ・ヒストリ＿の実践を開

始したのは， 83年に学問と しての 「オーラル ・ヒス

トリー」の概念に接し同時期に日本に対する英国

軍人の強い媒悪感に接したことが契機となっている。

その後94年から準備を始め，96年から98年に集中的

に，さらにその後継続して元捕虜 ・ビルマ軍人他に

対して聞き取り調査を行う過程で， しばしばこの捕

虜射殺事件を耳にした。 一例をあげれば 「日本人は，

本当に残酷で， まっこと非効率的だった。捕虜を何

度も撃ちまくって，あまりに撃ち方が下手でちゃん

と殺せない，みかねて捕虜の仲間がピス トルを取り

上げて，撃ってやったんだ」などである。 「日本人J

でなくだコリアン ・ガード（朝鮮人軍属）が撃っ

た」 といわれる場合もあった。しかし彼らの発言は

「何も知らぬ日本人に，残酷を知らせてやる」と

いったトーンを伴い，具体性に乏しかった1)。その

ため，筆者は 「集合的記憶 ・ 械砿L•た而藷」， 口伝
で拡散し定若した日本軍 ・日本人の行動様式に対す

る捕虜側のパターン認識の一例とみなしほぼ忘れか

けていた。しかし，2003年冬，熊本のある地方局の

方が，中村氏の日記・陸亜密霞報 ・裁判記録を携え

てコレラ事件の調査協力の依頼にあらわれ，筆者は

資料の発掘 • 読解 ・ ロ述調査を行うこととなった2)。

本件は「戦場の憂鬱」というタイトルで，テレピ局

の視点で番組として作成されたが列筆者はその後

も調査を継続した。またこの車件についてはわずか

にその存在を永井均が論文注で触れているが（注15

参照），事件全貌の詳細を再検証した先行研究は存

在しない。関係者が処刑され，日本側公文書もコ レ
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ラ事件を「詳細は関係資料焼却により不明」4) と処

理し，陸亜密の電文もビルマ戦線の戦況報告のみで

あり，軍律裁判記録も所在が不明だったことも理由

だろうか。今次の調査で発掘した SEATIC（東南

アジア尋問翻訳センター）の翻訳は英国の公文書館

でなく，電報同様タイに存在した。英国側には一定

の聞き取りはあるが，東南アジア戦線は「忘れられ

た戦争」で研究も少ない。元捕虜のコレラ患者の記

憶はあるものの，言語的障壁で日本側記録の解読・

調査ができない。捕虜も自らの経験を語るに口が重

い。日本でも， BC級「戦犯」の洗い直しは日本の

戦争・植民地責任の否認と混同されやすい。 BC級

容疑者だった人は辛い経験から口が重い。政治的と

され歴史研究者が敬遠した側面もある。大枠として

は， 日本・西洋・東洋の史学の分野区域が三地域を

含む第二次大戦の問題の研究を困難なものとしてい

る。歴史学が「生きた」資料すなわち生存者がまだ

いる研究を「歴史叙述」として認めぬ姿勢や，

への信頼度の低さも影響しているといえよう。

口述の重要性を認めるにせよ，異文化間の聴取に

は困難が伴う。ジェスチャーや婉曲表現も多く，ア

クセントが階級や地域で異なる。また英国での聞き

取りは古典や諺，口語・文語表現が多く総合的に理

解するのは容易ではない。フィールドワークでの対

面調査，録音と書き起こしは，体カ・経済力を要し，

かててくわえて，特に当時敵として日本と戦った

人々や日本軍の行為の被害者と対面することにはス

トレスが伴い，人種ポジションも関係して強い精神

力が必要である。これらの事情が，オーラル・ヒス

トリーによるこの種の事件の解明を困難にしている

ひとつの理由だといえよう。

以下本論では，第 I章において日本側の文書資料

及び口述資料を，第II章において英国側の文書資料

及び口述資料を，最後に第IlI章においてタイに残さ

れていた軍律裁判記録を用いて，そのズレを含め，

ホログラフィのように浮かび上がる「コレラ事件」

の全貌に迫る。同時に，公文書の言説構造の分析や

口述から観察される，文化史・構造史・有機的な個

人史をみつめ，オーラル・ヒストリーの価値につい

て考えてみたい。

口述

ー 日本側の資料

日本側公文書と食い違う証言

先に述べたように，戦後倅虜情報局が敗戦後に作

成し占領軍に提出した「泰緬鉄道建設二伴フ伴虜使

用状況調書」にコレラ事件の記述があるが，それは

占領軍の追及をかわし日本に不利にならぬよう配慮

したナラティブで統一された「公」文書である。

「第四章 建設間生起せる不詳事件 第一節

死体汚辱事件

昭和十八年六月某日鉄道第九連隊第二中隊長陸

軍中尉藤井潔は伴虜「コレラ」患者一名（死亡

登を倅虜の戦友をして防疫上の顧慮より射堕

させる事件発生。泰国駐屯軍軍法会議に於ての

公判に附し之を無罪とせるも本人に対しては処

置適当ならざるところにより所属部隊指揮官に

於て最大限の賞罰処分に附したり。陸軍省に於

ては更に之を停職処分に附し其の職を免し内地

に帰送せしめたり。本人所属の（伏字）連隊長

に対し建設指揮官は之を懲罰処分せり。細部の

事実は関係書類焼却の為不詳」（下線は中尾。

以下同じ。旧字・旧仮名遣いは新字・現代仮名

遣いになおした）

「死体汚辱」，「コレラ患者一5)名（死亡者）」「射

的」の表現に殺人の印象を回避する試みがみられ，

藤井の行為は「防疫上の顧慮」だと説明し「最大

限」の処分が強調される。「関係書類焼却」は，憲

秘総第261号，憲秘庶第377号の両通牒の内部命令

「書類整理・秘密書類焼却に関する件」による。

試みに，英国側に現在残る記憶と照合してみよう。

A・マコーミックが記録した目撃者の将校（以下，

A将校）の口述は，筆者がしばしば聞いた口述に

近い。

この男はコレラにかかっていて，僕らとは分け

られた。ジャップは彼を，テントから連れ出し

て樹に座る姿勢でもたせかけた。ジャップは20

ヤード（約18メートル）離れて，彼を撃ち始め

たが，気もそぞろで拳銃はあちこち揺れ動いて

いた。プリムローズは病人を訪問していて，テ

ントからでてきてこの様子をみて，何が起こっ

ているのかを問いただした。ジャップが昏睡に
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陥った男を， こともあろうに「コレラが広まる

のをとどめるために」撃てと命令したとわかっ

た。 トージョーの甥といわれている日本の司令
ガード

官からの命令だった。監視員はものすごく震え

ていたので，彼の息の根をとめるまでに何発も

撃つだろう。だからプリムローズは拳銃をとっ

て，樹の後ろに行き， 6インチ（約15センチ）

かそこら離れたところから撃った。ジャップは，

それからなんと彼を殺人の罪で訴えたんだ見

（中尾訳）

日本軍の振る舞いに対する驚き，矛盾に対する怒

りが感じられる。以下， 日本一英国一タイに残る記

録と口述を比較してみよう。そこここに食い違いが

あるが，それぞれの視点と観点が明瞭になる。

日本側の記録

公文書はすでに触れたので，回想録・日記・ロ述

の順にみてみよう。まず中村・藤井それぞれの立

場・感性を記したものがある。中村とチャンギ監獄

で最期の時期を共にし，彼の処刑の前の覚悟を遺族

に書き送った永友中佐（｛竿虜収容所タイメン鉄道第

三分所ビルマ分遣所長，絞首刑）の遺稿集に，甥が

まとめたコレラ患者に関する一文がある。防疫上の

理由があったこと，英軍の二人の将校が自ら申し出

た点，中村の倅虜厚遇が記される。

コレラ病に関連して英人倅虜射殺事件があっ

た。それは八月中旬，倅虜が瀕死の英兵患者を

担架に乗せてターカンウ地区の鉄道中隊本部に

担ぎ込んで来た時に起こった。この中隊の担当

区は中隊長が厳正な防疫手段を講じ，疑わしい

者を近づけなかったため，模範地区といわれる

ほどコレラ患者がなかった。そこに運び込まれ

たこの患者は疑わしいものの一人であり，死の

寸前で呼吸をしているかどうかも不明だった。

中隊長はこれをコレラ患者と疑い，ほぼ死んで

いるのだから，命を絶ってすぐ死葬にふそうと

した。その時英軍の二人の将校は，形式上同胞

の手で処理したいと申し出て，英軍少佐が患者

の眉間を撃った。するとこれを聞いた倅虜収容

所長中村鎮雄大佐承知せず，かりに死は決まっ

ていたにせよ，一応軍医の診断をへない前に独

2
 

断で処理するごときは違法であり，かつ人道蹂

躙であると主張し，伴虜待遇に関する日本将兵

の猛省をうながしたのであった。その好漢中村

大佐は (1947年）二十二年三月チャンギー刑場

に消えた。

英人射殺事件について，泰駐屯軍司令官中村

中将は参謀長山口少将を判士として，現地軍法

会議を命じ何回か開かれた。だがコレラ患者の

生死が証拠不十分なので，三名の被告は無罪と

なった。ただ中隊長だけは行政処分によって免

官となった7)。

一方，藤井の属する鉄道隊側からは当然ながら，

藤井に共感的・弁護的な筆致の資料が残る。樽本重

雄 (6年の刑）は，鉄道隊の一部の人間が伴虜を鉄

拳制裁したことを非難しつつ，人道・非人道の是非

が「戦争ではないか」という感覚で麻痺した例とし

てコレラ事件に触れる見

こう云う当時の雰囲気を象徴するような一つ

の事件が，キンサイヨークに於て起こった。そ

この鉄道建設を担任していた F中隊長（藤井

中尾）が， コレラの倅虜を撃ち殺したと云

うのである。話に聞けば，伴虜の軍医も立会い，

絶対に助からぬと云う診断なので， F中尉は，

その軍医に自分が所持していたビストルを渡し，

撃てと言ったらしい。その軍医が射ったのか，

或は軍医が拒絶したので， F中尉みずからが

射ったのかは知らないが， とにかく，その時，

コレラ患者の伴虜ー名は， F中尉のピストルに

よって，幾時間か死期を早めたのである。この

ような F中尉の仕打に対しては，かねて，鉄

道隊の強引さをこころよからず思っていた倅虜

収容所は，猛然と，反抗の気勢をあげ，まもな

く，公然たる問題となって， F中尉は，軍法会

議に起訴されるかどうかと云う所まで行った9)。

伝聞に基づくが， 「イ李虜の軍医が診断した」 とい

う点において，「軍医の診断をへない前に処分した」

という，倅虜収容所側の言い分と異なっている。倅

虜の疾患（熱帯性潰瘍・ベリベリ，赤痢・疫痢）に

加えてコレラの防疫は焦眉の急であった。倅虜のロ

述や回想によると， コレラにかかると数時間で身体

の水分が蒸発して骸骨のごとくなり，元気に喋って

18 歴史学研究 第 813号 響きあう声：オーラル・ヒストリーの可能性（中尾） 19 



いた者の目が急に「ガラスのように」なり数時間で

死亡する。当時タイメン鉄道で文官として働いてい

た諸星達男はコレラの猛威と遺体の焼却を，「あれ

は地獄地獄だった……」と表現した10)。樽本はさ

らに，上層部の「人道観」に対する藤井の感慨を記

している。

その間，軍としても， ぐずぐずしていて， F中

尉の進退処分は容易に決まらなかった。陸軍士

官学校を出た気鋭の F中尉の生涯を倅虜ー名

のために台なしにしてしまうには忍びないと云

う感情も強かったし， F中尉自身としては，少

しでもコレラの蔓延を喰いとめるための必死の

処置であって，不当なこととは思えなかったし，

既に苛烈を極めている建設のさ中に，今更実情

とは違った人道論を振りまわされるのが心外で

あり，ひそかに軍の上級指導部の一貫しない態

度を恨んでいたようである。あれ程，軍人及び

軍隊に愛着を持っていた F中尉が「もう俺は，

軍隊は嫌だ。」 と語ったのも， この真近い将来

への不安の中，尚，鉄道建設作業を続けていた

時であった。バンコックヘも，幾度か呼び出さ

れたが，結局，起訴されずに，内地へ転任に

なった。……私としては， F中尉のやった行為

は，過激だとは思うけれども，だからと云って，

彼を単なる殺人犯人と考えることは出来ない。

彼には彼として言分があるだろうし，その言分

は，冷静に当時の状況をよく理解する人には充

分通ずる……11)。

これらの記述は，当時鉄道隊に所属していた清水

蓼人の『小説泰緬鉄道』の記述と酷似している。

清水は，倅虜の軍医がいたとし，軍医が助命嘆願し

たが藤井がきかず銃を置いた。それをみて，倅虜将

校が銃を押し戻して拒絶したが，結局「あなたに殺

させるわけにはいかない！」と銃をとって外へ走り

出，患者の眉間を撃ったと記す。ある程度の詳細さ

から，清水も認めるように資料にもとづいているの

は確かだが， 「なお多くの虚構はある」という。

が，上記の 2つの記述が，ある程度， この小説（と

それの基になった資料や伝聞）と共通するため，双

方に影響があったと考えられる 12)0 

だ

では倅虜収容所側の人間は，どう行動し，考えた

のか。遺族が保存している中村鎮雄大佐の「夢日

記」の処刑直前までの本人の記録には，判決につい

「(1946年） 12月3日火雨絞首刑二処ス但

シコレラ倅虜射撃事件ニッキ退戦セシメラレタルニ

ヨリ裁判所ハ減刑ヲ請願ス コーチ検事又減刑請願

運動ヲナスコトヲ通告セリ」とあり， 「安心セヨ」

といわれたと記している 13)。BC級戦犯の口述書で

も， 「自分が倅虜に親切にしすぎたので， 戟をはず

されたのだという感覚を抱いている」と供述してい

る14）。中村がとりあげたコレラ患者の一件は，正式

な報告書として提出される前に口伝で東條陸軍大臣

の耳に届き，彼の「人道意識」に触れ，調査が下命

されたことが，「金原摘録」に記されている15)。

「（昭和18年） 9月1日

（イ学）ビルマ泰面鉄道建設に働きある倅虜にコ

レラ患者が発生したところ鉄道五連隊の某中隊

長は伝染の虞あり焼き殺せという。射殺しても

良いという。病人は殺さぬ様にと嘆願したが毛

布をかぶせこれを射殺したという風評があり驚

いておる。 （大臣）人道上から国際法上からも

事実としたら言語道断だ。即刻調査せよ。軍務

局長やれ」（注：倅＝倅虜情報局長大臣＝陸

軍大臣東條）16)

嘆願，毛布，焼殺など，一種人情世話物の調子の

報告となっている。倅虜に「無為徒食を許さず」軍

事目的使用を推奨した東條が，哀訴する病人の焼

殺・銃殺は「人道上・国際法上」問題であると認知

したのである。後にみるように，調査に基づく軍律

裁判ゆえに， 日本人は〈非人道的・残酷・矛盾した

行動を行う〉の印象をかえって英国人に残したわけ

だが。

て
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日記・準公文書—上層部の認知構造 （認知意識）

戦中の陸亜密電報（タイから日本に移管）

その後の経緯は， タイ側で保存され焼却を免れた

陸亜密の機密電報が，英訳され，中村大佐処刑後に

占領軍側に提供された資料から， ある程度辿れる 17)0

最初のものは，発信元が南方軍総司令官・義団法務

官で，宛先は陸軍副大臣（軍務局長）であり， 9月
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1日の局長会同後にさっそく問い合わせがあったと

推定される。 9月2日付けで迅速な対応をする旨の

打電が日本に送られる。南方軍総司令官は「この事

件が起きたときには報告がなかった， 8月10日に南

方軍からと泰倅虜収容所長から口頭で報告があった。

わが軍はただちに厳正なる調査を命じた，本件は人

道上と国際的信条からも誠に遺憾である」（中尾訳）

とある。これは「人道上から国際法上からも事実と

したら言語道断」との東條の言葉をそのまま反映し

た感がある。電報は続けて，軍医ら専門家の意見を

求め，患者はすでに死亡のゆえ殺人の証拠不十分，

軍法第403条に甚づき無罪にした旨が通知された。

だが藤井少尉をさらに厳罰に処するよう強い言葉が

付記されている (10月13日）。理由はコレラ患者が

すでに死亡していたとしても「死んでいたかどうか

を確認することを怠り撃つことを命じた」からであ

る。 10月14日付けの最後の打電では，倅虜情報局長

のもとで伴虜関係者を全員集め「人道的な扱いと国

際信条」を訓示した旨記している。鉄道建設のス

ピード期間といわれるこの時期までに伴虜の大半が

死亡し，労働力は決定的打撃を蒙っている。この後，

遅きに失したとはいえ倅虜病院・慰霊碑が作られ，

生き延びた伴虜らはまた別の場所に移送された。

ラウンドキャラクター

口述で浮かび上がる有機的な像

それにしても，通常，国際法の認識は薄かったと

される日本軍（倅虜情報局長官は例外だが）の配属

下， しかも工事の完成予定が赴任 2カ月後の 8月

（後に10月に延期）で焦りが広がる中， 鉄道建設完

遂・戦争勝利という全体のエコノミーよりも，一人

の人間の生死に中村がこだわった素地は何によるの

か。赴任直後 (6月20日赴任， 24日エルヴィッツ銃

殺）の事件で，伴虜収容所側と鉄道隊側の軋礫も契

機だろうが，彼のひととなりと知識も一役かってい

る。子息の口述によると，中村鎮雄は第一次大戦後

在郷軍人であったが，「大東亜」戦争（第二次大戦）

開始にあたり，お国のために仕えたいと奉職を依頼

し，比較的高齢（当時60歳）のため泰伴虜収容所長

職を奉朦した。中村家は細川藩に仕える士族で，鎮

雄の母は細川の主君筋の乳母でもあった。彼は第一

次大戦時には満州で参戦し， ジュネーブ条約の知識

5
 

をもっていた可能性がある。さらに，次のような情

景もある。

「親父がタイに行くということをきいて，兄息

子である尚雄は心配して，ありとあらゆる国際

法に関する文書などを持ち帰って，親父に読ま

せていました。ですからね， ジュネーブ条約な

どもある程度知っていたと思うんですよ」18)

兄息子は，当時九州帝国大学（九州大学）の法文

学部に在籍し，六法全書ほか法律関係の文書を持ち

帰り，父親の出立前に心得をブリーフィングした

（当時の法学部の教科書には倅虜保護の記述がある）。

彼は法学部を出た後，軍医を目指して医学部に再入

学後，長崎で被爆死したが，医学的関心から，彼が

父にブリーフィングした際に，病人のケアが重視さ

れた可能性は高い。中村が武家の道徳心を重視し，

病気の倅虜射殺に反応したことは納得がいく。日記

や遺族の口述によると，戦犯容疑のかかったおりに，

身を隠すことを勧められたが，倅虜に対する人道的

な扱いには， コレラ患者の件やナコンパトムの病院

設立を行った実績から一定の自信もあり「事情を話

せばわかってくれる」と出向した。出立の準備の間

に語った内容が，子息の記憶と口述に残ったわけで

ある。

＊
 

現在の時点で判明するタイメン鉄道と第二次大戦

の全体像から眺めれば，殴打死や極度の栄養不足・

病気がもたらす伴虜の大量死が中村の視野に入りえ

たとはいえない。裁判記録の供述によれば現場視

察は 2カ月に一度で， コレラのひどかったビルマ側

には鉄道開通後しか交通の便はなく視察は開通後で

ある。倅虜の過酷な状況に関して「嘘をついている

と思わないが，聞いたこともなくにわかに信じがた

い」と中村は述べている。実際，一人のコレラ患者

にこだわった中村に，現場からの実態報告がなされ

たかは疑念が残る。報告すれば工事の停滞は予測さ

れるし，中村のいた位置（カンチャナプリ街の本部

は，山やジャング！レなどにより鉄道のそれぞれのポ

イントから遮断されている）での実態把握は難しい。

倅虜軍医によれば， 日本軍の上官視察の際は，状況

が急に整えられ伴虜に対する厚遇が演出され，労務

者の現場は見せていない19)。
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赴任5日後の26日付けではまだコレラ患者射撃の

件は聞いてなかったと考えられ，伴虜の病気の多さ

について「遺憾であり「病は気から」だ，健康を害

して仕事が出来ないのは日本では恥とされる，日本

帝国軍の一部としてよく励め」という趣旨の檄文を

収容所全部に出し，伴虜ダンロップ軍医を辟易・絶

望させている20)。着任直後の実態把握は無理であっ

たともいえようが，往時の日本軍を覆っていた精神

主義医療面・兵姑（食料のロジスティック）面で

の認識の薄い軍風を反映している。日本語でいうな

らば「しっかりせよ」則ち日本流の哲学で頑張れと

いうメッセージであったのだろう 21)。

藤井はどうか。彼は戦犯容疑者の召還者リストに

載り，確実に処刑されると思われたが行方が知れず，

不公平と考える者もいた。藤井はすでに世を去って

いるが，菅野による消息は以下のようである。

戦後会いましたけどね，「私はこれで助かりま

したよ」といって， こうして（手を広げる

中尾）親指がないんですよ。凍傷で……ソ連に

抑留されていたからみつからなかったんですよ。

……（コレラ患者のことは 中尾）英国の伴

虜が，自分から銃をとって撃ったんだといって

ましたよ。でも自分のおかげでコレラが少な

かったといってました22)0 

ソ連が抑留者名簿を公開しなかったゆえに藤井は

助かったのだ，という。菅野も，藤井を処分するこ

とに違和感は強く，陸軍士官学校の意識からも，藤

井氏の処分に対しては上層部に抗議にいったという。

藤井は中村よりは 9カ月先に赴任したため，鉄道の

スビード期間や死者の多さも認知はしている。東條

らの「人の道」意識の総合的な把握の限界—ビル

マ戦線からの火急のインパール作戦とコレラ蔓延の

関係性が彼には見えていないこと一ーも藤井にはわ

かっていただろう。ひとつの事象を点として認識す

るのみで，点と点をコンテクストや全体像と連関さ

せて理解しようとしない上層部の姿勢に対し，藤井

側のやりきれない思いも納得はされる。

II 
英国側の記録

次に英国側の記憶と記録の残り方を検討し照合を

試みよう。

日記・回想録

軍医将校ロバート・ハーディの日記に，約 1カ月

後の日付で， この事件に関する淡々とした記述があ

る。

コレラが多くのキャンプで発生しているようだ。

ロングボトムが聞いたところでは，キンサイ

ヨークで最初にコレラの症例が出た際に，

軍司令官は，非常にこれに危機を感じて，その

男（英国兵）をただちに撃って埋めないといけ

ないと述べた。この命令は実際には朝鮮人たち

によって執行され，その件について現在ターサ

オにおいて尋問が行われているということであ

る。……（殴打で死んだ英国人に対する「殺

人」という死亡報告書が無視されたことに対し

て一ー中尾）私たちのここでの経験によれば日

本人は自分たちに都合の悪い記録は変更する23)。

この事件は， タイメン鉄道経験から通訳永瀬隆と

の〈和解〉に至る経緯を描いて戦後50周年に出版さ

れて賞を受けた，エリック・ローマックスの回想録

で「共有記憶化」された。彼はスパイ容疑で， 43年

10月に逮捕され，他の 5名とともに骨折・水責めの

尋問後， カンチャナブリで軍法会議にかけられた24)

（うち 2名は尋問中死亡した）。以下，少々長く引用

する。

獄吏の一人がわれらにある日いうところでは，

私たちのいる囚房に前にいたのは捕虜で，プリ

ムローズというスコットランド人だということ

であった。獄吏によると彼の制服は，まるでス

カートがついたようなもので，仲間の捕虜の殺

人で起訴されているということであった。私た

ちはこのキルトをつけたスコットランド人の兵

士にいたく関心をそそられ，できるかぎりの危

険をおかしてでも看守から聞き出そうとこころ

みた。それからわかった話はその後，監房や収

容所のネットワークを巡るひとつの伝説となっ

た。その噂はあまりにも奇妙だったので，か

えって本当なのであろう。プリムローズはアー

ガイルとサザランド連隊の少尉で， 1943年（昭

和18年）半ばに，鉄道の遥か上部にいた。日本

人はタミール・人の労働者を送り込んだが，彼ら

は常のごとく，まった＜奴隷のきわまったもの

日本
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のように扱われ，飢えさせられ，酷く扱われ，

毎週何人もが死んでいくのであった。コレラが

タミール人収容所で起こり， 日本人の鉄道管理

部は， この疫病を喰いとめる新規な方法を編み

出した 病気の犠牲者を射殺するという方法

互。
ある一人の英国人の捕虜がこの疫病にかかり，

収容所から離れたところのテントに移され「処

理」を待っていた。プリムローズはたまたまテ

ントのところにおり，ちょうど二人の日本人看

守が熱を出した兵士を樹のところに運ぶのをみ

た。看守は明らかに神経質で能力がなく，捕虜

をただ怪我させるだけで，その痛みを不必要に

長引かせるのは明らかだった。プリムローズは

ライフルをつかんで取り上げ，患者の心臓をた

だ一発で撃ちとめた。そして， この行いのため

に彼は殺人の罪で問われているのであった。私

はこの後，プリムローズがどうなったかを長い

間気にかけていた。彼らはプリムローズを， こ

の愛に甚づいた暴力行為 (hisact of loving 

violence)のために処刑してしまったのだろう

か。私は何年もプリムローズの決断力と共感に

魅了されていた。この件は，私たちの状態を自

らの同胞を殺さねばならないという地点にまで，

日本軍がどうおとしめたか・狭めたかという点

で象徴的に思えた25)。（中尾訳）

43年io月時点とその後の伝聞の総合体だが，冒頭
であげた口述・日本側記録と細かなところで幾つか

の食い違いはある。冒頭の A将校の口述とは，実

際に発射したかという点で異なる。第二に， 「コリ

アン・ガード」（朝鮮人軍属）か「日本人」かとの

疑問が残る。両者を混同したり全体をジャップ呼称

する者もいる。だが，射殺（焼殺もだが）をむごい

と考えたこと，同胞に射殺させて殺人罪に問う矛盾

について英国人の感覚は一致している。日本側が，

藤井の倅虜射殺に怒り，人道と国際法に基づき正式

に裁こうとした行為が，日本人の〈矛盾した行い〉

〈重複した残酷さ〉の証として解釈されている。

昨年ヨークで発行されたチャールズ・スティール

の妻に宛てた手紙（投函はされぬ一種の日記。原本

は遺族が保持）にコレラ事件当日及び前日の様子の

記載があることがわかった。ロンドンの会計士で

あった21歳の若者スティールは招集され，新婚3日

後にシンガポールに出征して，倅虜となる。彼の手

紙は会計箱に隠され奇跡的に保存されていた。夫妻

の死亡後，子供らが手紙を発見した（夫婦は捕虜経

験を子供に話さなかった）。 プリムローズの「等身

大」の様子である26)。

154キロ収容所（キンサイヨーク収容所から 5

キロはなれた箇所） 43年6月

僕の大事な奥さん，

こんなに疲れきったと思った日はないよ……恐

れていたコレラがキンサイヨークで始まった。

ここに届かないように神様に祈るよ。……例の

「気狂い隊長」が収容所の担当で， 僕らにそれ

なりの小グループの管理をすることを許可した。

空軍のメイジャー・ロバートが上官で，アーガ

イルのプリムローズが副官，ナイト特務曹長が

RSM（連隊軍曹）。

僕はプリムローズの横で寝ている，君にあわ

せたい人だよ。彼はすごいひとでね， 6フィー

ト6インチ（約2m)はあるし，身体がすごく

しっかり肩幅も広いのに，かんぺき「ベイ

ビー・フェイス」なんだ。ロンドンに住んで，

将校になる前はロンドン・スコットランド部隊

の軍曹だったそうだ。ほかのアーガイルの将校

と同じで，彼も本当に偉ぶらないコロニアル風

の態度（オーストラリアのこと—中尾）を一

兵士にもとるんだ。彼が将校だなんて誰も気が

つかないほどだろう。マレヤで立派に戦って，

ヘルメットに 2度銃弾が突き抜けたんだって。

ニップス（日本軍一~の斥候ととっくみ

あいで戦っている間に意識を失って，とうとう

つかまった。彼はタイボンのくいにしばりつけ

られて，通りかかる日本兵全員に小便をかけら

れた。すごい肝っ玉の据わった人で，まった＜

恐れというものを知らないし，ほんとまった<,

ものごとを鼻にもひっかけない。自分の彼女た

ちの面白い話をしてくれた。こういう場所で一

緒にいるには本当にいい人だよ。

6月24日

最悪のことが起こった。昨日ニップスが愚か
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もいいとこ，キンサイヨークから一団の男たち

を連れてきた。今日，一人の男がコレラで死に

かけていた。日本人の将校は， このことをきい
コリアンズ

て，朝鮮人軍属にその男を撃てといったのだ。

ロバート軍曹と，プリムローズ少尉はものすご

く反対したんだが(objectedviolently)， コリ

アンズは男に狙いを定めた。するとプリムロー

ズはコリアンからライフルをとりあげて，彼が

それならむしろ自分で仲間を撃つといったんだ，

なぜなら日本人とコリアンが感染を恐れてその

男に近づこうとしないからだ。日本人とコリア

ンズは，マスクをつけてはいたけれど，恐れで

震えていた。コレラは世界中で一番早く死を招

く恐ろしい病気だ。プリムローズ少尉は抗議の

意味をこめて撃ったんだ(shot him under 

protest)。

多くの男がキンサイヨークで死んでいる。僕

の横の横に寝ていた連隊の射撃手も夜9時には

元気だったが朝の 3時には死んでいた。地面と

水が汚染されるのをおそれてこれらの男を埋め

ることができない。みんな焼かなくてはならな

いんだが，難しい， IJA（日本帝国軍）が目的

にたるだけの灯油をくれないからだ。どうもあ

まり様子はよくないよ，いとしい君。次に死ぬ

のは誰だろう， この危機を誰が乗り越えるんだ

ろうとおもう。（中尾訳）

いわゆるマスクが西洋の習慣になく， コレラは空

気感染ではないため，異様な様子として描写され，

また期日や場所が A将校の口述とも一致し，まさ

にリアリティのある記述である。

2 口述の記録

冒頭に記した A将校の記録を参照すると，ス

ティールの記録との間に一致と麒話がみられる。倅

虜側の将校が同行していたのは彼らが倅虜側責任者

だったゆえであろう。プリムローズは印象に残る人

物だったとみえ，その勇猛果敢さ・器落さは，軍隊

の仲間の他の口述の中でもしばしば証言されてい

る27)。なお，患者の射撃部位が伝聞では眉間，毛布

をかぶせた，心臓などとされているが， A将校の

口述では， 「樹の後ろに行き」であり， m章でみる
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軍法会議の記録と一致し，目撃談の正確さを裏づけ

る。

III 軍法会議の記録と口述・回想録との

相対化

1 公文書「軍法会議」

最後に， タイに残る軍法会議の記録をみて，全体

を相互にコンテクスト化するとしよう。（以下中尾

訳。内容をわかりやすくするために，あえて現代語

に近く訳した）

「（前略） 43年 6月24日，藤井はこの地点でコレラ

患者の症例が出たという報告を受けた。彼は同日そ

の場にやってきて，ジェフ・「ERUVITSU」なる

初年兵の捕虜がコレラに罹患しテントの中のベッド

にいるのを見出した。彼（患者）の顔は土気色にな

り，頬はコケ落ち，彼の目は閉じられ，話すのが困

難であった。彼は死の間際にいると思われた。捕虜

監視官クレカワ兵官軍属の任務は他の 3名と共にこ

の分署における疫病をくいとめることであったが，

適切な方法をとることにおいて遅かった。藤井は彼

らに命令をする権威 (authority) がなかったにも

関わらず，軍属の指揮をとり上官将校としてこの地

域でとるべき措置をとるのが自分の義務と了解して，

そうすることを決意した。このころにはすべての指

揮下の人間は，遅延なく一定の期間内に仕事を完成

せねばならず，鉄道建設は非常なる進展を遂げてい

た。しかし， この時点において， 1943年4月の終わ

りにかけてコレラが発生し，その猛威は非常なるも

のであったので，建設現場において2000の症例があ

り死亡率は 6割となった。「KINSAIYOKU」の労

働は停滞し，防疫の手段を最大限の力で講じないか

ぎり，結果は破局を迎えることは必須だった。

上記で述べたコレラの犠牲者は，その前日に，ま

だコレラに汚染されていない154キロ地点に，コレ

ラに汚染された「キンサイヨク」から送られてきた。

もしも生半可な対応がなされると疫病がこの地帯の

軍にも広がり，建設作業が止まるであろうばかりか，

（建設完成の）決められた期間が遅れ， 来るべき軍

事行動が滞ることも予想された。

154キロ地点では軍医は全くおらず，またもちろ

ん医療品の供給はなかった。疫病に断固たる処置を

行い建設作業を計画どおり進めるためにも，藤井は，

患者の残る命も保たれるべきだが， この場合は異例

の措置をとることは避けられないと感じた。彼は11

時半，クレカワ軍属にこの患者を近くのジャングル

の中の離れたところに連れて行き，彼をただちに焼

くようにと命じた。それから， もし患者がまだ存命

で，軍属が彼が燃やされるときに彼の苦痛ををみる

に堪えられないならば，患者を撃ち，それから焼く

べしと付け加えた。藤井自身はそれから自分の持ち

場に引き揚げ (withdraw)た。

この命令に応じて，クレカワは，弾をこめたピス

トルをとり，他の軍属とロバートと，プリムローズ

と共に出発した。患者が移された場所に到着すると，

クレカワは二度ピストルを構えたが，以前に人を殺

した経験もなく気を失わんばかりで，発砲するのを

ためらった。これをみて，ロバートは彼らが自分た

ちで撃つといい， クレカワは藤井の命令にもかかわ

らず，患者が軍属クレカワ自身によって撃たれなく

てもよいだろうと感じた。彼は自分でこの行為をや

ることには絶望しピストルをプリムローズに渡した。

日本軍が患者が撃たれるべきだと命令したのだか

ら，ロバートはこの決定を翻すのは非常に困難であ

ろうと思い，またクレカワが撃つのをためらったの

で彼は患者の戦友 (comradesin battle) の一人

がそれを行うのが一番よいだろうと感じた。プリム

ローズはかくしてロバートによって説得されピスト

ルをグレカワから取った。

プリムローズは担架の上に横たわった患者のとこ

ろに歩いていき，銃口を彼の頭の後方10センチのと

ころにかまえ，一発発射した。弾丸は彼の額を貫き

彼は即死した。血が一すじ流れた以外は，身体的な

反応はほとんど観察されなかった。

クレカワはその後，遺体を焼き，それから埋めた

と述べている。死の原因を除いては，残る事実は，

3名の被告とクレカワ兵官と井沢ルイレツの 2名の

証人の供述に基づくものだが，すでに十分証明され

ている。死因に関しては， しかし，あべのぶかず大

尉，かきうちょうじ少尉，そして山辺十一准尉によ

る， ジェフ・ 「エルヴィッツ (ERUVITSU)」は

撃たれる以前にコレラですでに死亡していたという

強固な信念により証拠不全とみなされ，被告はもち

ろんこの事実（撃つ前に患者は死んでいたこと一一

中尾）を知らなかったが， 被告らは軍法第403条に

基づき，無罪とされた。

署名：山田国太郎major General, 裁判長・富永

亀太郎，審判員・小川としあき」

（名前が確実でないものは平仮名とした）

「即死した」といいながらすでに死亡していたと

理屈づけ，殺人・殺人帯助を無効にした。種々のロ

述を比較すれば， 「公」文書は，想定読者・上官を

意識した種々の必要性に彩られている。関係者すべ

ての者に責任がかぶらないようにという配慮，各々

の立場の事由と心理，報告の受け手•読み手に「仕

方が無い」と思わせる理由や心理の描写など。軍上

層部に対し，作戦の守秘義務は守りつつ全体像の把

握も要請している。伴虜収容所側に対する鉄道隊の

越権行為を認めつつその場の必要性も語り，それぞ

れの法廷での証言・弁論の口述を反映している。

日本人少尉と朝鮮人軍属の関係も明白になる。日

本人上官が命じ朝鮮人軍属が「直接の下手人」則ち

実行者として倅虜に記憶されるケースはよくある。

軍律裁判ではクレカワは（防疫の責任を問題にされ

ているが）被告ではないが， BC級戦犯裁判ではよ

くみられる例だ。

軍法会議の記録は，スティールの手紙とは幾つか

の点で食い違う。まず英人将校が，捕虜銃殺の決定

に「必死で反対した」点が省かれている。プリム

ローズから話を聞いたスティールが同清して書き加

えた可能性もあるが， 東條に届いた風評の， 〈殺さ

ないでくれと嘆願〉があったことを思えば，英国人

捕虜側責任者が嘆願したことはあり得る。

軍属が患者に近寄らない理由について，スティー

ルは感染恐怖，軍律会議録は殺傷の不慣れに帰して

いる。日本軍側が感染を恐れた点は，他の倅虜の記

録や口述でも多く現れる。朝鮮人「軍属」たちは，

当時日本人の一部として徴募され， 2~3カ月の訓

練を受けたのみで，銃殺経験はなく，不慣れだった

ので，実際は両者ともが理由と考えられる。

冒頭の A将校の目撃証言の中で，樹の側にいっ

て（つまり後ろから）撃ったという点が，医師たち

も証言する後頭部から撃たれたという点と一致する。

伝聞は，心臓・眉間と部位が異なる。この点は，頭
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蓋骨に残る日本軍の銃弾（タイメン鉄道センター所

蔵 5名の遺骸が並べて埋められており， うち 1つ

に日本軍の銃弾があった）の検討もまたれる。

さて，プリムローズが「責任者として同行」した

のか， 口述や記憶で A将校の言うように，「たまた

まテントの病人を訪れていた」のか。これは再度確

認が必要な部分である。コレラ患者を目撃した倅虜

レオ•ローリングスの記録と絵画によると， 日本人

がコレラ患者を隔離して他者の接近を許さず，また

病者は役に立たないので食糧が与えられないことも

しばしばだったため，時おり軍医や戦友が，監視の

目をぬすみコレラ患者の治療や見舞いに赴いた。プ

リムローズが，病人を隔離する場所にいたことが，

周囲の者にそう理解されたと考えられる。これまで

の「公文書」の傾向を考えると， この点については

公文書のつじつまあわせという可能性も捨てきれな

ぃ。ロバートとプリムローズの関係性はこれだけで

は不明だが， ロバートが「上官」ならば彼がプリム

ローズに依頼したという可能性はある。

2 口述・噂・伝聞と「事実」

プリムローズの最後に居合わせた伴虜の友人から

の聴き取りによれば，プリムローズは自殺したので

はなく，新居のバルコニーから滑落したのだとい

ぅ28)。自殺という噂が広まったのは，多くの人物が

彼の射殺に関して感清移入したからだろう。もっと

も，友達という証人の前でわざと足を滑らせたのか，

という一抹の疑念は残りはする。戦友の怪我の苦し

みを短くするための射殺ば慣例にないわけではな

かったが，軍人出身のイ李虜と，民間人から兵隊に

なった者には意識の差異があり，民間人出身者はさ

らに，殺人の良心の呵責をプリムローズに読み込ん

だ傾向がある。この事件が共有され，また日本軍の

残酷さとして記憶された文化的背景には，英国にお

いて病人，特に戦病人に対する手厚い保護と，敵味

方を問わぬ看護が重要視され，病者保護の意識が強

固だからである。それに対し， 日本では戦争の中で

は決戦治療，すなわち病者は見捨てるという思想に

傾き病人に食物を与えなかった。これが残酷・非道

という認知を強めた。
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まとめーオーラル・ヒストリー／ヒストリー

口述から照射する文書記録：文書から照射する口

述

口述記録と同様，公文書は，書く・記録する主体

と，想定読者（それは軍隊においては，多くの場合，

上官である）に対する意識が，文書を貫き，文書に

「空白」があることが確認される。「事実」にまつ

わって，構築されている，語り手の内在的な価値観

や，あるいは文書に残る「事実」には，読み手や権

力構造を意識したバイアスや，語り手の「視点」

「解釈」が内在している。また， 口述の報告のほう

が，権威や文書を超えて，東條まで届いていたとい

うのは， 非常にまれなことではあるが， 「文書」の

手続きを経る以前に，口述のほうがスピードをもっ

て感情とともに届いた例で，口頭レベルでのやりと

りが歴史認識に必要であり，それゆえ口述記録が大

切なことが感得される。

逆に，文書に照らすと，口述の一部の変形も観察

される。トムプソンや松村のいう〈嘘の口述はな

い〉という視点から考察しよう 29)。伴虜の間でこれ

ほど語られた「コレラ」患者事件だが，語り継がれ，

その場にいなかった者も語る現象は，別個の位相で

は何を示しているだろうか。まず，既存の日本人の

残酷像や 「理解不能な民族inscrutablerace」 と

いう長年のイメージが，その背景に見てとれる。日

本側の厳しい殴打や処分—ゃさしいかと思うと急

に厳しい，基準がわからないと多くの捕虜が述べる

への納得のいかなさや，組織ややり方が非効率

という観察にこの事件があて嵌まるからであろう。

換言するなら，その「矛盾」がぴたりとくるほど，

倅虜らが日本人•朝鮮人軍属に対して抱いた不満・

疑問が多かったのだといえる。さらに， これらの行

いを強調し，そこに参与していたということを確認

するための「神話」でもあるだろう 30)。その神話の

中に，自分は確かに生きていたという感覚を確認し

たいという願いは，その倅虜時代が省みられず，体

験を共有できる人が極少な場合，より強く共有され

集合化される。

2 口述調査を交えることの特徴：聴き手の属性

文書のみの照合であれば分析は異なっただろう。

口述内容が文書を相対化するだけではない。口述を

聞くということは，生身の人間と対峙することだ。

「伝聞として」ではあれ， 現在も生存する倅虜， 家

族，民間人抑留者たち「生身の人間」の「なぜ日本

兵はあのような振る舞いに出たのか」という強い問

いかけが（その声と顔，表情は今も耳菜に響き目に

浮かぶ）基盤にある。また大学の留学時代にスコッ

トランド・イングランド・ウェールズの友人がいた

ことも，文書中の人物が生きた人間として立体化し

た素地だ。

また，子息の人間性・表情・語りを通して感じる，

中村鎮雄の人格，息遣い，性格への評価も分析に関

連する。私文書や公文書に残される中村の抑制され

た語り，正直さに対し信頼させるのだ。中村が子息

に語った口述と照合するとき，裁判の口述記録が人

格・声として聞こえ，彼がごまかしていないことが，

認知の識域の限界とともに感知される。

もちろん単純にこの聞き取りを中性化はできない。

生身の人間に触れているから，かえって同清心や共

感が強くなる。さらに聞き取り手の国籍と立場，誰

の立場に自分を置くか，が問題となる。スコットラ

ンド人のマコーミックは自らも抑留され，父親がマ

レヤで抑留者として死亡したため， 日本不信があり，

スコットランド側の気持ちを想像する。マコーミッ

クに，・軍律裁判の解釈について話した際，（SEA-

TICの資料の発見以前）藤井の責任追及のために

プリムローズも訴追されたが，裁判自体でも彼が同

情をもって取り扱われることはほぼ自明の理という

筆者の解釈を提示した31)。それに対し彼女は，中村

らが藤井処罰のために裁判にプリムローズを巻き込

むこと自体が残酷であり，彼が悩みストレスが募っ

たのが自殺の遠因ではないかと考えた32)0 

3 歴史的実践としてのオーラル・ヒストリーの必要

性

そもそも，歴史学にとって「歴史叙述」はひとつ

のイデアであろう。だが筆者は， コレラ事件の口述

を通して「歴史叙述」や事実確認の精緻化を行うこ

とを第一の目的としたのではなかった。食い違う人

間の思い， コンテクストに填め込まれない点景，あ

る瞬間に，その場にいた者が（言葉のコミュニケー

ションが絶対的に不足した中で）目撃し，相互に抱

いた強烈な感情のギャップを埋め，視野をつなげた

かった。残酷性を帯びた民族という悪のイメージや，

フラットキャラクターとして無機化され物質化され

た存在から，それぞれ事象にかかわった者を人間と

して甦らせ，当時苦しんだ人々が，相互に息吹を感

じ理解につなげてほしい願いが基だ。オーラル・ヒ

ストリーの重要さと特質についておわりに 3つの点

をあげておく。

第一に，それぞれの資料の照合から事件が浮かび

上がるのみならず，それぞれの立場・文化をもつ人

間の感情，思い，経緯や背景，考え方が絡み合って

事象が起こるということ，個人が主体であると同時

にその交響曲的な関係性が，歴史を紡いでいくこと

が確認される。

第二に，未来に資料をのこす作業でもある。いく

ら聞き取りをして事象を追っても，すべてを見て取

ることはもちろん不可能だ。だが資料を残しておけ
リソース

ば，将来の世代が判断基準とする資源が残る。

第三に，聞き取りを重ねるうちに，光がとおり，

それぞれの人間が有機的な像を結び始める，その瞬

間がもっとも貴重だし，文書中の事態が3D化して

いく。だが，それは関係者・体験者に直接接して，

行事などに参与したりする折にアウラを感じる瞬間

を共有しているからこそ，より現実化する。これは

聞き手・聞かれ手だけが「いま•ここ」の瞬間に共

有するもので，ベニヤミンのいうように，記録し複

製技術として残るテープやメディア，書き起こしに

完全に表出されるわけではない。その点で，口述記

録は，やはり聞き手が現実に体験者と「会う」こと

を体験する，というのが本来は不可欠であり，口述

記録の文書・テープだけを聞き分析するのとは，ま

た位相を異にする。ただ聞き取り経験と訓練が伴え

ば，それをもとに他者の聞き取り資料を利用するこ

ともできる。

第四に，ォーラル・ヒストリーは，貴重な史資料

の発掘と保存の機会でもある。資料を作った人間が

いるうちに相対化できる／せねばならぬ，特権的

な（それゆえに， 〈関係者が死んだ安全な資料〉を
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好むものには厄介な）方法だ。歴研の87年の特集と

出版で，重要なポイントはほぼ出つくしていたにも

関わらず，停滞した感のあるオーラル・ヒストリー。

この20年間に，多くの人々，話をきける人々が亡く

なったことは口惜しい。だが，今だからこそ語れる

こともあろう。声が失われてから「死んでいるから

不明である」という位置に座すること自体が，実は

一種の消極的な歴史的実践である。記憶と記録を残

し未来に史資料を託す特権もあれば，歴史記録記述

に関わる者が口述記録を行わないことで，意図的で

はなくとも，史資料を「遺体」にし，記憶と記録を

持つ人々を焼却・消去することもあるのだという自

覚を促したい。歴史家が，「オーラル・ヒストリー」

を実践し，記録を聞き取る，積極的な歴史的実践を

行うことを強く願いつつ，筆をおくことにする。

l) 具体性とは，自身の経験を語る場合の詳細性の独

特の強さ・色彩，また語り方の躊躇・悲哀や怒りの抑

制・暴発•おびえ・目の硬さや遥けさ・手や仕草の表

情，色や匂いの記憶の actualityをさす

2) 熊本のある地方局の方と，筆者が調査結果を論文

で発表することの了解を得て参加した。番組内では，

林博史が中村の裁判記録に言及し，内海愛子が倅虜問

題を解説した。

3) 筆者は2004年3月， シンガポール， タイにて中村

氏と同行し，聞き取りと参与観察を行った。調査先は
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24) Eric Lomax, The Railway Man, London, Jona-

than Cape Ltd., 1995.邦訳『泰緬鉄道 癒される

時を求めて一一』，（喜多迅鷹・喜多映介訳，角川書店，
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25) Eric Lomax, The Railway Man, 1995, pp.148-
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